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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 

─  表紙に寄せて  ─ 

　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 

　暑い夏も終わり今年も

運動会の季節がやってき

ました。一生懸命練習し

た成果が現れている一枚です、今年も

どんな出し物が出てくるか今から楽し

みです。 

（H.Y） 
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激動する21世紀の歯科界､ ｢変革の嵐｣ が巻き起こり､ 私たちを

呑み込もうとしています｡ 医療制度改革は医療費適正化 (抑制) を

目的として市場原理のもと､ 今後私たちに様々な厳しい内容の改定､

見直しを突きつけてくることでしょう (診療報酬体系の見直し､ 保険者再編・統合､ 高齢者

医療制度など)｡

また､ 保健の分野でも､ メタボリックシンドローム (内臓脂肪症候群) に着目した健診・

保健指導においても歯科は保健指導のための学習教材程度の扱いとなっています｡ 地域・職

域連携推進事業では ｢地域保健｣ と ｢職域保健｣ が連携し､ 生活習慣病の予防などに取り組

んでいくことになりますが､ 全国の先進事例を見ても歯科保健は手薄です｡

さらに､ 介護の分野でも､ 口腔機能の向上という介護予防サービスにおいても我々歯科医

師の出る幕はありません｡

医療・保健・福祉いずれの場面でもまさに八方ふさ

がりの歯科界がどのようにして現状を打破し､ 明るい

未来を築いていくのか､ 一つのキーワードとして ｢組

織力｣ があると思います｡ ｢組織｣ とは一人ではでき

ない仕事をみんなで力を合わせ成し遂げるための集団

であり､ その夢や希望を実現する力が ｢組織力｣ だと

言えます｡ ｢組織力｣ が弱ければ､ 優れた戦略も戦術

もその力を発揮することはできません｡

私たち歯科医師は日々の臨床の中で患者さんや地域と向かい合い､ 専門家として良質な医

療・保健・福祉を提供する責務があります｡ しかし､ 経営の安定なくして良質な医療・保健・

福祉の提供はできません｡ 経営の安定を図るには､ 一つには個人としての自助努力が必要で

す｡ もう一つは､ 制度の中で仕事をしている以上､ 組織としての努力が必要です｡ 組織の努

力とは組織の一人ひとりがその役割と使命を果たすことです｡ ｢経営の安定｣ ｢良質な医療・

保健・福祉の提供｣ ｢個人主義｣ ｢集団主義｣ という四つのタイヤがしっかりとした意識統一

のもと､ バランスよくスムーズに回転していく必要があると考えます｡

日歯が７月に実施した ｢平成18年度歯科診療報酬改定に対する全会員緊急アンケート調査｣

の回収率は36％でした｡ 会員の４割にも満たない集計結果が果たして日歯の戦う武器となり

得るのでしょうか｡

組織としての意思統一と個人の責任ある行動のできないひ弱な組織は社会の隅に追いやら

れ､ 惨めな思いをすることは過去を振り返れば明白です｡ 歯科医師会が力強い集団､ 組織に

なるためにはどうしたらいいのでしょうか､ 主役は会員です｡ 今こそ､ 会員一人ひとりが自

分自身の問題として考え､ 行動しなければならない時だと思います｡

熊本県歯科医師会は来年､ 100周年を迎えます｡ 輝かしい伝統と実績を汚すことなく､ 絶

やすことなく､ 後に続く後輩たちに伝えていかなければなりません｡

����������������
常務理事 ����
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会館は７月から本格的に使用していますが､

長雨等もあり､ 現在は最適な点検時期と言え

るかもしれません｡ 会務は順調に推移してい

ます｡ 本日も慎重審議よろしくお願い致しま

す｡

報報 告告
総 務：第８回～10回常務理事会､ 第４会

理事会､ 第３回･５回～６回日歯

常務理事会､ 各郡市会長会議

学 術：感染症予防講習会､ 100周年記念
熊本県歯科医学大会､ 各郡市学術

担当者会

社会保険：社会保険事務局との打合せ､ 社保
個別相談会､ 近県社保担当者会､

日歯診療報酬アンケート

地域保健：歯の衛生週間事業実施状況､ 市町
村国保・保健・福祉・税務主管課

長合同研修会

厚生管理：レセコン・デンタルショー
広 報： ｢熊歯会報｣ ７月号編集･校正､

テレメッセ､ 第２期モニター会議

学校歯科：新規採用養護教諭研修会､ 学校歯
科保健研修推進大会､ 学歯ホーム

ページ

医療対策：医療相談､ 医療事故､ 各郡市担当
者会議､ 日歯歯科医療安全対策委

員会

センター調査ＩＴ： レセプトオンライン化､

ＨＰ用アンケート､ ホームページ､

第１回日歯ＩＴ化推進委員会､ ス

ペシャルオリンピックス打合せ

学 院：学校訪問､ 保健福祉センター臨床
実習反省会､ 熊本県専修学校各種

学校進学説明会､ 学院２年生研修

旅行､ 学院教務委員会､ 学院終業

式

国 保：国保組合監査､ 第３回･４回国保

理事会

以上､ ６月22日から７月20日までの総務､

各委員会､ 他の動きについて､ 堤会長及び担

当各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 退会会員
○原口 洋 会員

(荒尾市・終身・6月25日付・死亡)
２. 各関係機関・団体からの役員・委員等の
推薦依頼
① 財) 熊本県角膜・腎臓バンク協会評議

員 (堤 直文 会長)

② 財) 熊本県体育協会財務特別委員

(堤 直文 会長)

③ 平成１８年度熊本県歯科保健推進会議

委員 (八木義博 理事)

④ 日歯広報 ｢会員モニター｣ (桑田和明

会員・原口 泰 会員・御任弘玄 会員)

３. 各関係機関・団体からの諸行事の後援依頼
① 第７回熊本 ｢失語症のつどい｣ 名義後

７月26日 (火) 午後５時00分より県歯会館 第１会議室にて堤 会長他全役員出席のもと議長
を堤会長､ 議事録署名人を八木・高松理事として開催された｡

堤会長あいさつ

各理事よりの事業企画書も検討承認
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援

② 新樹会 ｢歯の健康ランド｣ 名義後援

４. ジャワ島中部地震災害救援義援金
日本歯科医師会より義援金協力への御礼

の文書が届いた旨の報告があった｡

尚､ 日本赤十字社・ジャワ島中部地震災害

救援金の総額は4,433,093円 (７月５日現在)｡

５. ＷＨＯ世界保健機関本部事務局長候補者
支援
本会は三口 (一口２万) 寄付をした旨の

報告があった｡

６. 歯科治療時の全身的偶発症アンケート調
査協力
各郡市歯科医師会へ協力依頼を行ってい

る旨の報告があった｡

７. 生活習慣病の予防等を目指した歯・口の
健康つくり調査研究事業実施校への助成金
熊本市立弓削小学校が二年目の指定校に

なっており､ 例年通り助成金として10万円

を交付している旨の報告があった｡

８. 熊本県日中協会新会員獲得
各会員へ月末のニュースレター発送時に

案内文書を同封して案内する旨の報告があっ

た｡

９. 黄色い羽募金運動の後援及び募金
腎移植者の会､ 及び角膜・腎臓バンク協

会より各会員へ､ 同運動についての募金箱

の設置並びにポスターの掲示等の依頼が行

われる旨の報告があった｡

10. 歯科医師需給問題について
堤会長より､ 同問題の経緯､ 現況につい

て､ 厚生労働省と日本歯科医師会の打合せ

等の資料を基に説明がなされた｡

11. 保険外併用療養費の創設
本年10月より､ ｢特定療養費｣ を廃止し

て､ ｢保険外併用療養費｣ が創設されるこ

とになる｡ 堤会長より､ 今までの選定療養

の範囲が変わるのか､ 新たな選定項目が加

わるのか等､ 現時点での議論の状況につい

ての報告があった｡

12. 医療費適正化計画
全国医療費適正計画にもとづき､ 今後は

各県ごとに医療費の差が出てくるかもしれ

ない｡ また､ それらを判断する資料として､

レセプトオンライン化によるデータが使用

されることも予想される｡ これらをとりま

く状況は予想以上の速さで展開しており､

本会としても注意深く見守っていくことと

した｡

13. 歯の衛生週間事業実施状況
各郡市での歯の衛生週間事業の実施状況､

参加人数､ ｢8020普及啓発クイズ｣ に寄せ

られた意見等について報告があった｡

14. 裁定審議委員会開催
第１回の裁定審議委員会が８月７日 (月)

午後７時より開催される旨報告があった｡

15. 熊本市歯科医師会の印刷機使用許可願い
実費を支払うことを条件に､ 使用を許可

する旨の報告があった｡

尚､ 期間は１年以内を目途とする｡

16. 県歯科衛生士会創立40周年記念事業案内
チラシの会員配布 (郵送)
標記記念事業の案内チラシを本会の定期

発送時に同封する旨の報告があった｡

17. 日歯生涯研修事業の修了見做し会員
高齢ながら修了基準に近かった12会員を､

同研修事業の修了見做し会員として日本歯

科医師会へ報告することとした｡

18. 熊本地域リハビリテーション支援協議会
総会開催
小島副会長､ 及び松岡理事が出席する旨

の報告があった｡

19. 中嶋管理人との建物管理委託契約
小島副会長より建物管理委託契約書の内

容について報告がなされた｡

20. 事務局防火自衛消防組織編成
防火担当責任者､ 火元責任者を設定し､

自衛消防組織編成表を作成した旨報告があっ

た｡ 尚､ それぞれの責任者は通常時は清掃

についての確認も行う｡

21. 新会館西側個人住宅 (高木邸・中島邸)
の対応
射光レースミラーカーテン､ 及び熱反ガ

ラスを設置することで対処することとした｡

22. 第二期工事工程会議
７月12日より第二期工程会議を開催して

いること､ 及び仮設工事､ 解体工事､ 旧職

員駐車場への現場事務所の設置等について

の報告がなされた｡
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23. 各会計６月末収支現況
西野常務より詳細に報告があり､ 各担当

役員が確認するように指示された｡

24. その他
○業者による無料歯科健診契約 [八木理事]
八代､ 下益城郡の各会員診療所において

協力依頼があったということだが､ これま

での本会､ 及び日本歯科医師会の見解もと

づき､ 今回も協力しないようにと回答をし

た旨報告があった｡

○マウスガード [伊藤理事]
ホームページへの掲載など､ 本会の推薦

については講習会受講を義務付ける等､ い

くつかの基準を設けることを検討している｡

今後は､ 細部を学術委員会で検討した上で

スタートさせることとした｡ また､ 保険外

診療の問題については社会保険委員会の

｢保険だよりⅡ｣ において会員へ注意喚起

を行うこととした｡

協協 議議
１. 新入会員の承認 (承認)
○一般会員２名 (熊本市１名､ 玉名市１名)､

親子会員１名 (菊池市) の入会を承認した｡

２. 厚生管理委員会の諮問 ｢共済互助規則・
障害給付金の見直し｣ に対する答申 (承認)
日本歯科医師会福祉共済金の見直しに伴

い､ 本県の共済互助制度もそれに準じて見

直すこととした｡ また､ ９月16日 (土) 開

催の臨時代議員会に議案として提出するこ

ととした｡

３. .熊本県歯科医師会文書取扱規程の一部
改正 (承認)
各種資料の保管が難しくなってきたので､

日歯生涯ライブラリー等については永久保

存する部数は１部､ ５年保存については複

数 (５部程度) とすることとした｡

４. 熊本県歯科医師会創立100周年実行委員
会の開催 (承認)
それぞれの部会において協議､ 検討を行

い､ 企画案がまとまったところで実行委員

会を開催するという手順で進めていくこと

とした｡ なお､ 当初は100周年の記念講演

は開催しないとしていたが､ 市民向けの講

演会等を再度検討することとした｡

５. 学術委員会提出事業企画書 (承認)
① 100周年記念熊本県歯科医学大会

② 歯科医療従事者に対する感染症予防講

習会

③ きれいな口腔写真撮影のための講演会

それぞれの企画案について原案通り承

認した｡

なお､ ①の参加対象は会員のみとする

こととした｡

６. 学校歯科委員会提出事業企画書 (承認)
① 学校歯科医研修会・学校歯科保健推進

大会

原案通り承認した｡ また､ 学校歯科医の

参加率を上げるために各郡市に協力依頼

を行うこととした｡

７. 日本歯周病学会学術大会 (平成21年秋季)
開催 (承認)
本会も協力する旨､ 次期執行部へ申し送

りをする事とした｡

８. スペシャルオリンピックス熊本支援の協
力依頼 (承認)
協力することで原案通り承認した｡

９. 年間行事予定表 (案)
小島副会長により説明があり､ 常務会日

程変更を確認

問題あれば報告するよう確認した｡

10. その他
○第28回日学歯学校歯科医保健研修会 (九

州ブロック) の参加者先着10名の参加募

集を月末に会員に告知する

[渡辺常務理事] (承認)

○日歯生涯研修セミナー (DVD) と会員

発表を組み合わせた研修会を11月に実施

する｡ [伊藤理事] (承認)

○グループ保険主幹事の引受け割合変更
金融庁の指示により割合変更をすること

となった [竹下理事] (承認)

(広報 宮坂圭太)
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７月29日 (土) 午後3時から県歯会館の研
修室で､ 臨時組合会が開催された｡ 議員30名
中26名が出席､ 原田副理事長により開会が宣
言された｡ 仮議長となった合沢議員 (熊本市)
により進行､ 同氏が正式に議長に推薦され､
議長指名により若槻議員 (八代) が副議長に
選出された｡
１､ 堤理事長あいさつ (要旨)
・第５号議案 (施設準備積立金) が承認され
れば､ 新会館の７分の１は本国保組合の所
有として登記する予定である｡
・平成17年度の本組合の決算は､ 老人保健拠
出金が予算より少なく済んだ事により､ 単
年度で見ても黒字に近くなった｡
・老人保健について､ 70歳以上の医療費は､
全体の45％ (熊本県は55％) を占めている｡
厚労省は､ 熊本のある町の国保加入者の年
代別追跡調査 (健診受診者と未受診者の年
間医療費に大きな差が出ている) を資料と
して､ 保険医療改革を推進する予定であり､
平成20年からは､ 健診事業が市町村から保
険者に変更となり､ 本組合も健診を行わね
ばならない｡
また､ 人口割合でも伸びる一方であり (熊
本県で70歳以上17％､ 65歳以上では23.2％)､
現在1年間に亡くなる人数は104～５万人､
25年後の2030年には､ 200万人と厚労省は
予想している｡ ベッド規制 (ベッド数が多
いと医療費が増加する) を実行しているに
も拘わらず､ 日本では８１％が病院で亡く
なっている (外国ではせいぜい50％) とい
う現状を打開するため､ ｢自宅で家族に看
取られる環境にしたい｣ と厚労省は在宅に
力を入れている｡
・幸い本組合に関しては､ 組合員と家族を合
わせ５千名のうち高齢者の割合が少ないの
が特徴であり､ 保険料も比較的安く運営は
順調と考える｡
本日は､ 慎重審議でお願いしたい｡
２､ 感謝状贈呈
理事長から､ 前役員代表の神戸前副理事長

に記念品と感謝状が贈呈された｡
３､ 議事録署名人の指名

藤波 (熊本市)､ 武末 (人吉) 両議員
４､ 黙 祷
５月末までに亡くなられた６名の組合員､

家族に対し黙祷
５､ 報 告�会務報告：諸会議､ その他の関連会議､ そ

の他 (原田副理事長)�業務報告：被保険者の異動状況 甲種735
名 乙種1918名 家族2379名
療養給付状況､ 保険給付状況
高額療養費支払額 (年､ 前々年に比べ伸び)
保健事業利用状況
平成18年度歳入歳出現計表
銀行預金 (上野常務)
６､ 議 題
第１号議案 平成17年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合歳入歳出決算
第２号議案 平成17年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合歳入歳出決算
剰余金処分 (案) の承認
第３号議案 平成17年度熊本県歯科医師国民
健康保険組合役職員退職手当
積立金特別会計歳入歳出決算
第４号議案 平成１７年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合役職員退職手当
積立金特別会計歳入歳出剰余金処分 (案)
の承認
以上が一括上程され､ いずれも承認可決さ

れた｡
第５号議案 施設準備積立金
第６号議案 熊本県歯科医師国民健康保険組
合規約の一部改正 (案) の承認

２案とも承認可決｡
７､ 質問 ｢自家診療における歯科給付の一部
制限について｣
武末議員：補綴や指導料は一切給付対象でな

いが､ 一般保険診療と同じ取り扱
いを希望したい｡

組合役員：国から補助金があるうえ保険料も
安い事から､ 一部組合から不満が
あったため､ 制限を加える事になっ
た経緯がある｡
他県で行っているところもあるが､
保険料が高い上､ 見直しの機運も
ある｡
診療所の規模により不公平感が生
まれる可能性がある｡ シミュレー
ションをして､ 検討する｡

８､ 散 会
谷口理事より､ 役員全員で組合運営に取り

組むとのあいさつで散会となった｡
(国保 桑田 和明)

平平成成1177年年度度決決算算､､ 施施設設準準備備積積立立金金をを承承認認
―熊本県歯科医師国保臨時組合会―
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７月23日 (日) 10時から県歯科医師会館で社

保と厚生管理合同主催による､ レセコン・画

像デンタルショーが行われた｡ 出展企業はレ

������������ 222222222222222222222222000000000000000000000000111111111111111111111111111111111111111111111111年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセププププププププププププププププププププププププトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンラララララララララララララララララララララララライイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ににににににににににににににににににににににににむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててててててててててて

―レセコン・画像関連デンタルショー―�� �����
セコンが５社､ 画像・レジスタが３社､ また

社保委員会作成の交付文書説明の場もあった｡

まず､ 中嶋常務理事より開会の挨拶があり､

早速各所でプレゼンが行われた｡ 当日は県内､

記録的豪雨にも関わらず､ 60名の参加者が集

まった｡ 先般の改正に伴い新設された各種交

付文書の記載・10月から必須となる領収書発

行､ また2011年レセプトの完全オンライン化

への対応に備え､ 会員の先生方の関心の高さ

を改めて再認識した｡ また､ 社保委員会から

は､ 近々希望される全会員に社保委員会作成

の交付文書詳細記載例のＣＤが配布されると

報告がありましたのでお知らせ致します｡

(厚生・管理 浦田 琢二)

真剣に説明に聞き入る先生方

※生涯研修セミナーＤＶＤの有料頒布について
日本医師会館で収録されました ｢生涯研修セミナーのＤＶＤ版｣ を日歯会員の方に限り有
料頒布される事になりました｡ ご希望の方は､ 同封の申込書により熊本県歯科医師会事務局
(FAX096-343-0623) あてお申し込みください｡ (申込締切９月20日厳守) なお､ 各郡市歯会
に１セット配布の予定です｡ 県歯も９月中旬より窓口または宅急便着払いで貸出を行います｡

また､ 11月26日 (日) には会員発表会を兼ねた ｢平成18年度日歯生涯研修セミナー (DVD

形式Disc１又はDisc２) ・会員発表｣ を開催する予定ですので､ お知らせ致します｡

セミナーDVD有料頒布１セット (Disc１・Disc２の２枚組) 発送日・・11月中旬

価格は全国注文数にて変動 (2,100円～7,750円) ＋ (送料・梱包材代)

＊送料・梱包材代…日歯送料申込者割＋県歯送料・梱包材代

Disc１

三上直一郎 ｢患者さんから教えて
もらったこと｣ －セルフケアとプロ
フェッショナルケアのバランス－

Disc２

押見 一
｢長く関わることの方法とその効果｣

千葉 英史 ｢継続は力なり…歯周
病治療のメンテナンスから｣

谷口 威夫 ｢メンテナンスを成功
させるための条件｣

石川 烈
｢歯周病が全身に及ぼす影響｣

村上 伸也
｢歯周病と全身疾患の接点を探る｣

ディスカッション
コーディネーター 北川原 健

ディスカッション
コーディネーター 鈴木 尚

＊各講師とも講演 (約20分) ・質疑 (約15分) ・用語解説 ＊Disc１ (150分) Disc２ (150分)

(学術委員会)



⑥会員間の相互協力と和

①会長の氏名
②郡市会員の数
③年間行事､ 事業について
④郡市会の内部で現在問題となっていること
⑤郡市会で現在計画されている事業及び将来の夢
⑥郡市会のキャッチフレーズや特徴
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市の地域医療に貢献し､ 公衆衛生の普及向
上を図りたい｡
⑥増田会長を筆頭に新執行部が一致団結して
｢夢｣ をもてる歯科医師会を目指しこの玉
名郡市歯科医師会の会員で良かった｡ と思
えるようなそんな会を作りたい｡ 特徴は皆
さん学術的にも遊びにも一所懸命というこ
と｡

玉 名
①氏名：増田 憲元
②49名
③・歯の衛生週間事業として保健所にて ｢よ

い歯の広場｣ を催ししている｡ (400人以
上の来館がある)
・7月には ｢ボウリング大会｣ ｢永年勤続表
彰｣
・秋には ｢会員旅行｣
・年に数回学術講演会 (先年は医師会との
合同学術会開催)
・福寿会 (60歳以上の先生方との親睦会､
及び意見交換会)
・荒玉合同厚生事業
④・新規開業の増加と非会員への対応
・休日診療に対する考え方
⑤会員の団結､ 福祉､ 親睦､ 学術を助成し郡

⑥地域に根差した歯科医師会

水俣・芦北
①氏名：野村健一郎
②19名
③・研修旅行 (５月)
・歯の衛生週間行事 (６月)
・学術講演会 (８月)
・病診連携研修会 (２月)
・日常歯科臨床懇話会 (年２～３回)
④・未入会者対策
・介護予防事業への対応
⑤会務の見直し

上益城
①氏名：江藤 寛文
②23名
③・臨時総会を兼ねた会員親睦旅行
・家族・従業員のためのレクレーション
・毎月第３火曜日の郡勉強会 (外来講師に
よる勉強､または研修ビデオライブラリー)
・忘年会､ 通常総会､ 宇城３郡市合同学術
講演会

④未入会者対策
⑤・上益城郡内での３師会の親睦と密なる連携
・上益城郡地域歯科保健の推進



保健活動､ 休日診療・障害者診療など歯科

保健医療事業の力点はより市町へと移って

来ている｡ 行政規模拡大でこれらの事業は

むしろ進めやすくなってくると思われます｡

地域での郡市歯科医師会の役目をしっかり

果たしながら､ 歯科保健医療需要の拡大を

図りたい｡

⑥ ｢地域に信頼される歯科医師像の確立に向

かって｣ というフレーズで､ 工藤前々会長

の時代から会員に向けて歯科医師のあり方

をアピールして来ましたが､ 今後は外に向

けても､ より判り易いキャッチフレーズで､

積極的に ｢歯や口の価値観向上｣ をアピー

ルして行きたい｡
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菊 池
①氏名：三隅 晴具

②52名

③・理事会毎月第３木曜､ 総会・例会は各２

回以上／年､

・歯の健康展､ 各医院での休日診療事業､

学術講演会１－２回／年､ 医師会等との

夏の懇親会､ 三師会で秋の１泊旅行・ゴ

ルフ2回／年など交流事業､ 厚生事業１－

２回／年 (２月ボウリング大会94名参加)､

地域歯科保健医療関連事業 (歯周病出前

講座など)､ 学校歯科医会活動､ 社保研

修会｡

④社会と会員にとって歯科医師会の存在意義

が問われる時代になり､ 県歯・郡市各々の､

歯科医師会でしか出来ないことは何なのか？

について理事会・各委員会さらに会員への

アンケートなどを通して検討し､ 次年度以

降の事業に反映させていきたい｡

⑤圏域の８市町村が４つの市町になり､ 歯周

疾患検診､ 妊婦健診､ 事業所健診､ 出前講

座､ 母親教室､ 歯科保健指導・講話､ 学校� � � � � �
氏 名：西口 真美
部 署：学院課専任教員
一 言：諸先生方に教えて頂きながら､ 早

く仕事に慣れるように頑張りたい
と思います｡ どうぞよろしくお願
い致します｡



���������������
―荒尾・玉名・鹿本歯科医師会キスつり大会―
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７月17日 (月) 海の日､

恒例の荒尾・玉名・鹿本歯

科医師会キスつり大会が開

催された｡ 朝９時､ 玉名に

集合｡ あいにく当日は梅雨

前線が活発化し雨こそ降ら

なかったものの朝から風が強い｡ 開催が危ぶ

まれたが楽観的なわれわれは ｢なんとかなる

やろ｣ と決行｡ ９時半玉名漁港より出港｡ 波

の高さは50センチとはいうものの横揺れがは

キスの部優勝原賀鹿本会長

げしい｡ 10時前にはつり始めた｡ １時間もす

ると船酔いするひとがでてくる｡ キスの食い

はよくない｡ 船の揺れで当たりも読みにくい｡

悪条件の中数人の船酔い人の撒き餌が効いて

少しずつつれ始めた｡ しばらくは順調に釣れ

ていたがやがて潮の流れが止まり､ 海けむし

の猛襲を受け午後２時前あえなく納竿､ 帰港｡

結果は､ 撒き餌をして頑張っておられた山

鹿の原賀滋久会長がキスの部で優勝された｡

キスの部 優勝 原賀会長 (24.5センチ)

２位 松永貴人君 (23.5センチ)

３位 宮坂圭太会員(23.5センチ)

他魚の部 優勝 山本宏会員

(あなご42センチ)

２位 原賀会長(ぐち25.8センチ)

今年は悪条件の中釣果がいまいちだったが

来年の開催を誓って解散した｡ 今年は歯科医

師会で竿を買い揃えて臨んだ鹿本の先生方の

奮闘が目立った大会であった｡

(荒尾 山本 宏)

― IT研修会―

���������������
７月６日､ 荒尾市医師会

館において､ 定例会ととも

に ｢IT研修会｣ が行われ

た｡ 講師には､ 日歯 IT 化推進委員でもある

県歯会IT調査委員会の高松理事をお呼びし

た｡

小泉改革の１つに医療制度改革があるのは

知られているが､ その中に保健医療情報シス

テムの確立という項目があり､ 奇しくもテレ

ビの地上波の完全デジタル化と同じ 2011

(平成23年) 年からのレセプト (診療報酬明

細書) の完全オンライン化が省法として決まっ

ている｡

本研修会は､ その制度に対して現時点の進

捗状況と今後のアドバイスについての説明会

で､ 高松理事はすべての年齢層の会員に対し､

解りやすく説明していただいた｡

この改革は､ 想像していた以上に制度の準

備が進んでおり､ 実際のルールも例外を認め

る事無く日本全国の歯科医院で統一されると

いうプロジェクトの大きさには驚かされた｡

また､ 説明会の最後の質疑応答で､ セキュリ

ティーの問題や､ 今使用中のコンピューター

との兼ね合いといった質問が出された｡ 使い

手側の問題解決はこれからという案件もある

ようで､ これから５年間､ 利用する我々が最

も注視していかなかればならないと実感した｡

(坂田 輝之)

荒尾

荒尾･玉名･鹿本
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―研修旅行―
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７月８日 (土)､ ９日

(日) の２日間に渡り､ 八

代歯科医師会では恒例の会

員研修旅行を行った｡ 梅雨

時期で心配された天候も晴

天に恵まれ､ 30名近い参加者を得た｡ 集合場

所の市立図書館よりバスにて出発し､ 車中に

て岡田厚生担当理事より挨拶が行われた｡

１日目は福岡中州の料亭 ｢海宴亭｣ にて懇

親会が催され､ 増田新会長のもと会員の親睦

を深めた｡ ２日目は大宰府天満宮を参拝し､

九州国立博物館を訪れた｡ 貴重な展示物を閲

覧し､ 日本やアジアの国々の文化の変遷を学

ぶことができた｡ その後日田に移動し､ キリ

ンビール工場でおいしい生ビールを堪能しな

がら昼食をとった｡

新執行部となってはじめての研修旅行であっ

たが､ 診療や会についての活発な意見交換も

見られる等楽しい中にも有意義なものとなっ

たように思う｡

(宮本名留彦)

―阿蘇郡市臨時総会・研修会―

８月３日 (水) 阿蘇郡市

医師会館に於いて､ 臨時総

会及び研修会が行なわれ田

代会長あいさつのあと報告事項として健康診

断､ 歯恩の碑親睦旅行について説明を受けま

した｡

次に議事においては､ 新入会員の承認につ

いて一の宮での開業を考えておられる､ 我那

覇生純氏の入会が全員一致で承認された｡

その後協議事項として､ 口腔ケア研究会を

立ちあげる事が提案され､ まずは希望者を募

り､ 勉強会の形で進めていく説明がされた｡

最後に片山会員から近年ラグビーで義務化

されているマウスガードについてその有効性

及び製作法・調整方法をわかりやすく講演し

て頂いた｡

(乕谷 真)

阿蘇

八代

楽しい中にも有意義なものとなったように思う����������������������
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７月28日 (金) 午後７時

よりホテルヴェルデにて､

平成18年度荒尾市三師会総

会が開催された｡

三師会は､ 荒尾市の医師

会､ 歯科医師会､ 薬剤師会

が互いに協力し地域医療活動を推進すること

を目的に結成されたもので､ 各会の交流､ 親

睦を図るために年一回この時期に総会を行なっ

ている｡

当日は開会後､ 議事に先立ち会員物故者､

原口洋氏 (歯科医師会)､ 緒方泰三氏 (医師

会) に対する黙祷を捧げ､ 氏の冥福をお祈り

した｡ 続いて会長のあいさつの後､ 新入会員

の紹介があった｡ 歯科医師会からは､ 弥山和

誠会員､ 中村圭介会員の２名が自己紹介をさ

れた｡ 次に､ 議事へと移り以下の項目につい

て順次､ 説明､ 討議がなされた｡

１) 平成17年度事業報告

２) 平成17 年度決算報告

３) 平成 17年度監査報告

４) 平成18年度事業計画 (案)

①健康福祉まつりについて

②いきいき健康づくり教育講座について

③野球観戦バスツアーについて

５) 平成18年度収支予算 (案)

６) 荒尾市選挙の取り組みについて

７) その他

今年も三師会が中心となって地域の健康づ

くり行事を開催していく旨を確認し議事を終

了した｡

会議終了像､ 引き続き同会場にて懇親会が

行なわれた｡ 余興でカラオケ大会や薬剤師会

の女性による花笠音頭の踊りなどが行なわれ

大いに盛り上がった｡ 最後に荒尾市歯科医師

会の吉田公典会長により荒尾市三師会の更な

る発展を祈って三本締めで閉会となった｡

(疋田 貴之)

荒尾

親親 子子 会会 員員

・エアライン･ホテルなどのホスピタ
リティについて
・無肥料･無農薬の野菜
・中田英寿の今後
②自分が受けたい診療
③幸せになること

①今もっとも関心のある
ことは何ですか｡

②自分が希望する歯科診
療とはどのよう
なものですか｡

③今後の抱負は何ですか｡

川村 順子
八代市田中東町15-10
向井歯科医院
①・LOHAS Style
・動物保護活動
・自己啓発
・マーケティング戦略
・mixi
・代替医療

福井 偉功人
熊本市上高橋町440
さかもとハロー歯科診療所

勤勤 務務 会会 員員
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営業時間PM5:00～AM12:00
定休日 第１､ 第３水曜日
TEL096-324-6637

���
場所は､ 県歯会館より浄行寺交差点を左折し線
路を過ぎると右手にあります (立町通り)｡ 店内
に入ると中は広々として２階もあることから約10
0人は座れるとのこと｡ 温厚な御主人と陽気な女
将さんに惹かれ家族連れはもちろん幅広い客層と
なっている｡
料理は､ 焼き鳥・刺身・季節の野菜など中心に
いろんな物が食べられる｡ おすすめ料理は､ 山い
もステーキで､ 馬のホルモン鉄板も人気がある｡
肉厚の豚バラおいしいですよ!!

第58回保健文化賞
[第一生命保険相互会社主催､厚生労働省等後援]

渡辺賢治会員
(下益城郡)

現 熊本県歯科医師会 常務理事
《出身大学》明海大学歯学部

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������
�����������
��

受
賞お
めでとうございます
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前野・片山監事、堤会長、浦田専務
理事、西野常務理事、吉田会計士 

堤会長 

吉田副会長 

堤会長ほか常務以上全役員、
中島事務局長 

小島副会長 

堤会長、浦田専務理事 

中島事務局長 

堤会長 

堤会長 

堤会長、上田・吉田・小島
副会長、浦田専務理事、渡
辺常務理事 

堤会長ほか上田副会長を除
く常務理事以上役員 

小島副会長、浦田専務理事 

堤会長 

堤会長 

堤会長 

上田副会長 

堤会長、上田副会長 

西野常務理事、前野・片山
監事、吉田会計士ほか１名 

堤会長 

堤会長ほか 

堤会長 

堤会長ほか全役員 

堤会長 

堤会長ほか渡辺常務理事を
除く常務理事以上役員 

古賀会長ほか江藤会長を除く12
郡市会長、堤会長ほか渡辺常務
理事、伊藤理事を除く役員 

堤会長 

上田・吉田副会長ほか 

前野委員長ほか10委員 

吉田副会長 

堤会長 

出　　　　席 

本会事業・会計監査 

第６回日歯常務理事会　　　　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

県高等学校保健会生徒保健委員連絡協議会　　（熊本市産文会館） 

県保健医協会との懇談会　　　　　　　　　　　　　　（熊本市） 

第１回熊本地域リハビリテーション支援協議会役員会 

熊本市歯会ビアパーティー　　　　　　　（三井ガーデンホテル） 

九州各県事務局長連絡会　　　　　　　　　　　（宮崎県歯会館） 

第５回日歯常務理事会　　　　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

第１回日歯顕彰審議会　　　　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

三師会懇談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊本市） 

第９回常務理事会　　（1）（財）熊本県角膜・腎臓バンク協会評議
員の就任　（2）日歯広報「会員モニター」の推薦　（3） 口腔保健
センター案内看板の設置 

中嶋管理人との建物管理依託契約内容協議 

国際保健医療交流センター理事会・評議員会（熊本県保健センター） 

中嶋管理人との建物管理依託契約内容協議 

夏季賞与支給 

熊本県広域災害・救急医療情報システム検討会議　（熊本テルサ） 

学院課採用職員辞令交付 

会計勉強会　　（1） 公益法人会計について 

2006年第４回ＳＯ日本夏期ナショナルゲーム熊本第２回実行委員会
　　　（くまもと県民交流会館パレア） 

旧会館解体・学院増築工事神事（お祓い） 

原口洋会員告別式　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒尾市） 

第４回理事会（1）新入会員の承認　（2）各会計平成17年度収入支
出決算（案） （3） 創立100周年記念事業実行委員会編成（案） 

支払基金幹事会　　　　　（支払基金） 

第８回（臨時）常務理事会　　（1）新会館竣工にともなう事項　
（2）日本口腔衛生学会九州地方会の幹事選出依頼 

各郡市会長会議　　（1） 熊本県歯科医師会創立100周年記念事業 

県歯科技工士会創立五十周年記念式典・祝賀会（ホテルキャッスル） 

県警察医会総会　　　　　（ニュースカイホテル） 

100周年記念史合同委員会（1）これまでの本会の取組みについて説
明（2）今後の流れの説明　（3） 各団体コロニー印刷と打合せ 

熊本空港緊急計画連絡協議会第１回救急医療専門部会（熊本空港） 

第３回日歯理事会　　　　　　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

摘　　　　　　　　要 

14日 

13日 

12日 

11日 

10日 

8日 

7日 

6日 

5日 

4日 

3日 

7月1日 

30日 

29日 

28日 

27日 

26日 

25日 

24日 

23日 

６月22日 

日　付 

総　務 

所　管 

H.18.８ 
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宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事、加藤委員長、立
本副委員長 

宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事、加藤委員長ほか
４委員 

竹下理事、瀬井委員長、池
嶋副委員長 

竹下理事 

竹下理事、瀬井委員長、池
嶋副委員長 

竹下理事、瀬井委員長、池
嶋副委員長ほか４委員 

八木理事、川瀬委員長ほか
全委員 

八木理事 

八木理事、川瀬委員長ほか
１委員 

中嶋常務理事、勇理事、前
田委員長、中村副委員長、
田中副委員長 

中嶋常務理事、田中副委員
長 

中嶋常務理事 

上田副会長、浦田専務理事、
中嶋常務理事、勇理事 

中嶋常務理事、勇理事、前
田委員長ほか８委員 

中嶋常務理事 

伊藤理事、松永委員長ほか
２委員 

伊藤理事、松永委員長ほか
全委員 

吉田副会長 
堤会長 

堤会長ほか常務理事以上役
員、竹下理事 

堤会長 

8020達成者への取材　　　　　（山鹿市） 

テレメッセ打合せ　（1） ８月１日(火)放送分打合せ　（2） 8020達成
者への取材 

ＮＨＫテレメッセ出演　　　　　（ＮＨＫ熊本） 

広報小委員会　　（1）「熊歯会報」７月号第２回校正 

テレメッセ打合せ　　（1） ７月４日放送分打合せ 

テレメッセ打合せ　　（1） ７月４日放送分打合せ 

広報小委員会　　（1）「熊歯会報」７月号校正　（2）「新会館特集
記事」 （3） 表紙デザインの決定（4）ロゴ・イラスト 

厚生・管理小委員会　（1）答申書に対する諮問書 

デンタルショー打合せ 

厚生・管理小委員会　（1）答申書に対する諮問書 

厚生・管理委員会　（1）健康診断　（2）レセコンデンタルショー
（3）グループ保険 

地域保健委員会　（1）「歯の衛生週間」事業（歯の祭典）の実施
状況　（2）今後の「歯の衛生週間」事業　（3）地域歯科保健の取
り組み 

市町村国保・保健・福祉・税務主管課長合同研修会（メルパルク熊本） 

地域保健小委員会（1）歯の衛生週間事業の実施状況（2）子育てす
くすくこども博2006　（3）地域歯科保健の推進 

社会保険小委員会　　（1）近県社保担当者会 

社保個別相談会　　相談者：１名 

支払基金三地区主任審査委員会議（支払基金） 

社会保険事務局との打合せ 

社会保険委員会　（1）個別相談会　（2） 個別指導の立会い　
（3）近県社保担当者会 

社会保険医療担当者監査　　　　　　　　　（ウェルシティ熊本） 

学術小委員会　　（1） 各郡市学術担当者会議　（2） スーパーボ
ンド実習付説明会 

学術委員会　　（1）9/10 感染症予防講習会　（2）2/4 100周年記
念熊本県歯科医学大会　（3）他委員会との合同研修会 

熊本空港緊急計画連絡協議会第２回救急医療専門部会（熊本空港） 

第４回日歯理事会　　　　　　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

第10回常務理事会　　（1）新入会員の承認　（2）（財）熊本県体
育協会「財務特別委員」再委嘱の依頼　（3）平成18年度熊本県歯
科保健推進会議委員推薦の依頼 

各歯科大学同窓会熊本県支部連絡会・懇親会（ＫＫＲホテル熊本） 

16日 

11日 

７月４日 

29日 

27日 
23日 

６月22日 

13日 

10日 

７月４日 

６月23日 

７月20日 

７月５日 

６月22日 

13日 

８日 

７月６日 

29日 

24日 

６月22日 

７月14日 

６月23日 

 18日 

15日 

20日 

広　報 

厚生・管理 

地域保健 

社　保 

学　術 

総　務 

出　　　　席 摘　　　　　　　　要 日　付 所　管 

宮坂理事、加藤委員長ほか
全委員 

広報委員会　　（1）熊歯会報８月号レイアウト 

広報小委員会 

13日 

20日 

H.18.８ 
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 堤理事長他6名 

堤理事長ほか全役員 

上野常務理事、青砥・矢毛
石監事 

 

上田学院長 

上田学院長ほか６委員 

沢田事務長 

逢坂教務部長、小原教務副
主任、大塚専任教員 

岩切教務主任 

沢田事務長 

岩切教務主任ほか１名 

沢田事務長 

沢田事務長 

上田学院長、堤副学院長 

沢田事務長 

沢田事務長 

出口副学院長、沢田事務長 

小原教務副主任 

沢田事務長 

 高松理事 

高松理事 

松岡・高松理事、松永・小
野委員長ほか全委員 

犬束理事、片山委員長 

前野監事 

犬束理事、片山委員長ほか
１委員 

犬束理事、片山委員長ほか
６委員、前野監事 

犬束理事、片山委員長ほか
１委員 

 
渡辺常務理事、田上委員長
ほか２名 

渡辺常務理事、田上委員長
ほか１名 

渡辺常務理事 

渡辺常務理事、田上委員長
ほか５名 

出　　　　席 

 

 

 

 

 国保理事会（臨時） 

第３回国保理事会 

国保組合監査 

 学院終業式 

学院教務委員会（1）学則の一部改正（案）３年課程学科目及び授
業単位「時間数」の変更（2）３年課程カリキュラム（3）平成19年
度カリキュラム 

御船高校進学ガイダンス　　志願者：５名　　　　　（御船高校） 

学院２年生研修旅行（至15日）　　　　　　　　　　　（北海道） 

国府高校進学ガイダンス　　志願者：13名　　　　　（国府高校） 

熊本県専修学校各種学校進学説明会　　　　　　　　（産文会館） 

保健福祉センター臨床実習反省会　　　　　　　　　（中島学園） 

学校訪問（熊本市・玉名・荒尾・南関方面12校）（熊本県内12校） 

学校訪問（天草方面10校）（熊本県内10校） 

学院課採用職員辞令交付 

学校訪問（大津・阿蘇・山都町・御船方面９校）（熊本県内９校） 

湧心館高校進学ガイダンス　　志願者：２名　　　（湧心館高校） 

学校訪問（熊本市内・宇土・人吉・球磨７校）（熊本県内７校） 

学校訪問（熊本市内６校）（熊本市内６校） 

学校訪問（八代・水俣・熊本市方面10校）（熊本県内10校） 

 

荒尾市ＩＴ研修会　　　                     　（荒尾市歯科医師会館） 

第１回日歯ＩＴ化推進委員会　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

医療相談（1）医療相談 

センター・調査・ＩＴ委員会 　（1） レセプトオンライン化（2） 
受診率　（3） ＨＰ用診療紹介フォーマット 

日歯歯科医療安全対策委員会　　　　　　　　　　　（日歯会館） 

医療相談（1） 医療相談 

医療対策委員会（1） 医療苦情相談　（2）医療事故　（3）各郡市
担当者会議 

医療相談　（1） 医療相談 

 

学校歯科小委員会（1）学校歯科保健推進大会について（2）学校歯科
医研修会について（3）レッツスタディ学校歯科in郡市歯会について 

新規採用養護教諭研修会　　　　　　　　　　　　　（熊本県庁） 

学校歯科小委員会（1）学歯ホームページの更新について 

学校歯科委員会　　（1）研修会部会、ホームページ部会、学校歯
科通信部会での協議 

摘　　　　　　　　要 

 

 

 

 

 

 

７月８日 

６月30日 

 

20日 

19日 

12日 

７日 

５日 

４日 

７月３日 

29日 

28日 

26日 

６月22日 

28日 

７月６日 

６月23日 

12日 

11日 

７月７日 

６月30日 

 

 

10日 

５日 

６月23日 

７月４日 

日　付 

学　院 

国　保 

調査・
ＩＴ 

医　対 

学　歯 

所　管 

H.18.８　 
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堤会長 

小島副会長以下各役員 

堤会長 

堤会長ほか常務理事以上全
役員 

上田副会長 

前野委員長ほか６委員 

堤会長 

堤会長 

堤会長 

浦田専務理事 

岡書記 

堤会長ほか常務理事以上全
役員 

堤会長 

若槻委員長ほか４委員、上
田副会長、浦田専務理事 

 
小島副会長 

堤会長ほか全役員 

堤会長 

前野・片山監事 

 

 

 

堤会長、上田副会長、浦田
専務理事 

堤会長、上田・吉田副会長、
浦田専務理事 

中島事務局長 

堤会長、浦田専務理事 

堤会長 

堤会長 
小島副会長 

堤会長ほか渡辺常務理事を
除く全役員 

松岡・伊藤理事 

堤会長、中島事務局長 

堤会長、上田・吉田・小島副会長、浦田専
務理事、中嶋常務理事、中島事務局長 
 
堤会長 

堤会長 

前野委員長ほか６委員 

若槻委員長ほか４委員、上
田副会長、浦田専務理事 

100周年記念史編集委員会（1）各員、コロニー印刷と打合せ（2）担当決め 

新会館音響設備取扱説明会 

第４回日歯常務理事会（日歯会館） 

肥後医育振興会評議員会・理事会（ＫＫＲホテル熊本） 

第6回常務理事会（1）新会館落成にともなう事項 

新会館への移転作業（至11日） 

第５回常務理事会　（1）各関係機関・団体からの役員・委員等の推薦依頼（2）各関
係機関・団体からの諸行事の後援依頼（3）平成17年度各会計収入支出決算（案） 

 第３回日歯常務理事会（日歯会館） 

第１回熊本県医療安全推進協議会（県庁） 

日歯・日歯連盟役員連絡協議会（日歯会館） 

熊本県労働保険事務組合連合会総会（ホテルキャッスル） 

選挙管理委員会（1）選挙公示の結果 

新会館竣工神事（お祓い） 

 

新会館引き渡し 

監事月次監査（1）月次監査（2）現況・決算監査報告書の打ち合わせ 

県栄養士会との合同勉強会 

熊本県要保護児童対策地域協議会（熊本県庁） 

熊本さわやか長寿財団理事会（熊本テルサ） 

新会館竣工検査 

日歯臨時代議委員会（日歯会館） 

日歯・日歯連盟役員就任披露パーティー（東京プリンスホテル） 

第２回日歯理事会（日歯会館） 

第３回理事会 

県健康福祉部長との面談、関係部署５課訪問挨拶（県庁） 

菊池郡市通常総会（菊池・笹の家） 

九地連協議会・総会（福岡市） 

九州各県会長会議（福岡市） 

九地連盟査会（福岡市） 

100周年記念史編集委員会 

選挙管理委員会 

14日 

15日 

13日 

12日 

9日 

県医師会総会（県医師会館） 
10日 

日本歯科大学校友会総会・懇親会（熊本市） 

8日 

3日 

6日 

5日 

吉田副会長 立山敏春会員告別式（宇城市） 4日 

7日 

30日 

31日 

6月1日 

26日 

29日 

25日 

22日 

23日 

20日 

５月19日 

総　務 

出　　　　席 摘　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

第20回熊本県人権啓発推進協議会（東京テルサ） 

支払基金幹事会（支払基金） 

熊本県介護支援専門員協会設立記念講演会並びに祝賀会（メルパルク熊本） 

 

堤会長ほか上田・小島副会
長を除く全役員 

 

H.18.６ 
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渡辺常務理事 

宮坂理事、加藤委員長、立
本副委員長 

宮坂理事、加藤委員長他６委員 

宮坂理事、立本副委員長、
阿久根委員 

宮坂理事、加藤委員長、立
本副委員長 

宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事 

宮坂理事、加藤委員長ほか
３委員 

厚生・管理委員会全委員 

竹下理事、瀬井委員長・池
嶋副委員長 

與儀会員 

 
堤会長、浦田専務理事、渡
辺・西野常務理事、八木理
事、川瀬委員長ほか全委員 

八木理事、川瀬委員長ほか
全委員 

中嶋常務理事、田中副委員
長ほか３委員 

勇理事、前田委員長、中村
副委員長、ほか３委員 

 
上田副会長、浦田専務理
事、中嶋常務理事、勇理事 

中嶋常務理事、勇理事、前
田委員長ほか全委員 

 
中村副委員長　田中文委員 

勇理事 

中村副委員長 

伊藤理事、松永委員長ほか
２委員 

 堤会長ほか常務理事以上全役員 

伊藤理事 

堤会長、上田・吉田・小島副会長、浦田専務理事 

 
堤会長ほか全役員 

吉田副会長 

堤会長、小島副会長 

増田・野村正副議長、堤会
長ほか全役員 

堤会長 

上田副会長 

 

厚生・管理小委員会 

ＮＨＫテレメッセ出演（ＮＨＫ熊本） 

歯の衛生週間・歯の祭典 

熊本さわやか大学校講演（県総合福祉センター） 

地域保健委員会（1）「歯の衛生週間」事業（歯の祭典、高齢者のよい歯の
コンクール、8020普及啓発クイズ、ハッピー家族よい歯のコンクール」 

 

社会保険事務局との打合せ 

保険集団個別指導（ウェルシティ熊本） 

保険集団指導（ウェルシティ熊本） 

社会保険委員会 

 

学術小委員会（1）７／22各郡市学術担当者連絡協議会（2）県歯Ｈ
Ｐ学術コーナー 

鹿本郡市社保研修会（鹿本郡市歯会事務所） 

神奈川歯科大学同窓会社保説明会 

菊池郡市通常総会（菊池市・笹の家） 

第７回常務理事会 

第３回副会長会議 

開田誠一会員告別式（菊池市） 

 

 

ナワ環境との清掃業務内容打合せ 

 

新会館落成記念・大久保日歯会長講演会　　受講者：160名 

県薬剤師会通常総会（ホテル日航） 

 

臨時総会　［議事］（1）日歯代議員・日歯予備代議員補欠選挙に関
する件 

日歯会館運営協議会（東京都歯会会議室） 

県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会（県庁） 

5月24日 

16日 

15日 

4日 

6日 

6月1日 

29日 

24日 

20日 

8日 

5月19日 

6月4日 

5月25日 

27日 

6月2日 

20日 

5月22日 

20日 

15日 

16日 

19日 

5月19日 

18日 

6月15日 

地域保険 

厚生・管理 

広　報 

総　務 

社　保 

学　術 

主　　　　席 摘　　　　　　　　要 日　付 所　管 

ＮＨＫとの番組打合せ（ＮＨＫ熊本）　（1）次回テーマの検討
（2）来年度以降の番組展望 

歯の衛生週間「図画・ポスター、習字」審査 

広報委員会　（1）「熊歯会報」7月号レイアウト 

ネイチャー生活倶楽部取材 

歯の祭典取材 

広報小委員会　（1）熊歯会報6月号校正 

テレメッセ打合せ 

テレメッセ打合せ　（1）6月6日放送分打合せ 

広報小委員会　（1）熊歯会報6月号校正 

平成18年度スタッフ接遇講演会（鶴屋ホール）　受講者：408名 

学　歯 

H.18.６ 
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堤理事長、原田副理事長、
上野常務 

歯科医師10名、歯科衛生士
10名 

 

 

堤会長、上田学院長ほか８
役員 

 
沢田事務長 

沢田事務長 

犬束理事、片山委員長ほか
６委員 

上田学院長ほか５委員 

犬束理事、前野監事 

犬束理事、片山委員長 

 
犬束理事、片山委員長ほか
１委員、前野監事 

 

渡辺常務理事、吉闢委員 

吉田副会長 

谷口国保理事 

 
渡辺常務理事、田上委員長
ほか４委員 

堤会長、吉田副会長、渡辺
常務理事、田上委員長 

巡回臨床実習（障害者施設５ヵ所） 

組合地区国保運営協議会（県歯会館）21

歯の衛生週間・歯の祭典 

県学校保健会理事会・評議員会（交通センターホテル） 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査会（県総合福祉センター） 

堤会長 

吉田副会長 

日学歯総会（日歯会館） 

学校歯科委員会　（1）学校歯科通信について（2）研修会について
（3）ホームページについて 

 

熊本県学校保健会表彰審査会（熊本県庁） 

医療相談（1）医療相談 

医療相談（1）医療相談 

医療相談（1）医療相談 

慶誠高校進学相談会（慶誠高校）　志願者：4名 

熊専連定期総会（熊本テルサ） 

学校運営審議会（1）平成17年度熊本歯科衛生士専門学院会計収入
支出決算（案）（2）平成17年度歯科衛生士養成所巡回臨床実習事
業会計収入支出決算 

学院教務委員会（1）３年制教育課程に実習計画臨床実習、臨地
（障害者・高齢者・幼稚園・小学校）実習計画（案） 

医療対策委員会（1）医療相談・苦情報告（2）医療事故（3）各郡
市担当者会議 

 

県高等学校保健会第１回理事会（県立第二高校） 

５月22日 

15日 

16日 

５月31日 

6月6日 

5月26日 

5日 

6月2日 

29日 

24日 

21日 

15日 

9日 

6月4日 

30日 

5月25日 

学　院 

国　保 

医　対 

学　歯 

出　　　　席 摘　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

H.18.６ 
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編　  集　  後　  記 

行事 
予定 10

2006 熊本県歯科医師会広報誌  N0.605

　それは3月も押し迫った点数改正説明会
の日でした。Ｍ坂理事が突如眼前に現れるや、
私の二の腕がっしっと捕まえて言うのです。
「つ・か・ま・え・た」。皮膚を構成する
成分は大差ないだろうに、同性だとどうし
てこんなに気色悪いんだろう・・と思って
いると、予想だにしないセリフが続きました。
「4月からの広報委員会、よろしくね」。 
　完全に不意をつかれました。時期的に安
心しきっていました。もはや断る術が見つ

からない私は元気良
く答えました。「は
いっ！わかりまし
た！！」 
　というわけで、ま
た3年ぶりにお世話
になることになりま
した。（H.A） 

3日（火） 

10日（火） 

17日（火） 

21日（土） 

24日（火） 

第16回常務理事会 

学院推薦入学願書受付（至20日） 

第17回常務理事会 

学院推薦入試 

第8回理事会 


